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肥料購入費 8,913 2,674 0 
  （基肥） 6,239 0 0 
  （追肥） 2,674 2,674 0 
肥料散布労働費 2,073 1,564 1,000 
  （基肥） 1,509 1,000 1,000 
  （追肥） 564 564 0 





施設名 年間売上 年間来客数 
循環センター ― 3,200名 
レストラン 1億円 72,000名 
  （うち視察者） 1,600名 
直売所 1.2億円 108,000名 
※施設担当者の聞き取り調査から 
 










増減 (B)-(A) 3.1 







































では 10aあたり元肥として 5t，追肥として 2tの液肥を
利用する。九州地方の慣行農法と比較した 10aあたりの
肥料散布コストは，くるっ肥と化成肥料を併用する場合











2005年度 2005年度 2012年度 
燃やすごみ 3005 1312 44% 
燃やさないごみ 96 2 2% 
資源ごみ 541 2044 378% 
資源ごみの内 生ごみ   1209 － 
合計 3642 3359 92% 





2008 年と 2012 年では設問が若干異なるが，ほぼ同じ
結果であった。生ごみ分別に積極的な市民は 89%(86%)，
















































































































































































 図３ みやま市の循環構想 
参照：生ごみ・し尿汚泥系メタン発酵発電設備導入可能性調査 
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